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花山天文台ではザートリウス製 	望遠鏡に 112社の )345フィルターと46,社
の''カメラを取り付けて、太陽*17単色像のルーチン観測を行っています。ザー
トリウス望遠鏡の焦点距離は約 で、約 	の太陽像が結像されているのに対して、
現在は、   ピクセル 










   として設計しました。''撮像'
システムのソフト開発が現在未だ進行中ですが、これらのシステムが実際に稼動すれば、
ザートリウスによる太陽観測がより効率良く行われるものと期待できます。 　
 花山天文台ザートリウス望遠鏡の極軸調整
前述のザートリウス製 	屈折望遠鏡の極軸に狂いが生じており、モータードライブ
による追尾を行っても観測対象の黒点群を 時間程度しか視野内にとどめておけませんで
した。そこで、黒点を用いて極軸のずれを測定し、その結果をもとに極軸の調整をしなお
しました。
極軸のずれを測定した結果、赤経成分が西へ 度、赤緯成分が北へ  度ずれている
いることが分かりました。このずれの程度は、仮に、この望遠鏡が花山天文台設立当時の
約 年前に極軸をきちんと調整されて設置されていたとしても、年の間の歳差運動に
より生じる程度の大きさでした。
極軸の調整は、測定したずれをもとに、まず東へ 度、南へ  度動かして調整した
のち、再びずれを測定し、まだずれている分をさらに細かく調整するという方法で行いま
した。合計 回の調整を行った結果、ずれを 度以下に押え、数時間の追尾が保証され
るようになりました。
	
